
    

 

 

 

 

 

 

 

 

  



    

 

ご挨拶 

 

 

関係者各位 

 

 

「第 11 回おおた研究・開発フェア ONLINE」の開催につきましては、格別のご高

配を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 

昨年度に引き続きオンライン開催となりましたが、出展者ならびに関係各機関の皆

様の多大なるご支援とご協力を頂きまして、無事に終了することが出来ました。本フ

ェアについて報告書をまとめましたので、ご報告させて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

大田区 

公益財団法人大田区産業振興協会 

 

  



    

 

開催概要 

名 称 第 11 回おおた研究・開発フェア ONLINE 

主 催 大田区・公益財団法人大田区産業振興協会 

後 援 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター・ 

  一般社団法人大田工業連合会・株式会社日刊工業新聞社 

開 催 日 時 令和 3 年 10 月 7 日（木）～8 日（金） 

※特設ウェブサイトは令和 3 年 12 月 31 日（金）まで公開 

会 場 特設ウェブサイト  https://www.pio-ota.jp/ota-r-and-d-fair/11/ 

出 展 者 数 76 社・団体 

出 展 料 無料 

入 場 料 無料（要事前登録） 

登 録 者 数  1,419 名（昨年度：2,004 名） 

商 談 件 数  198 件（昨年度：118 件） 

 

特設ウェブサイト内容 

⚫ 各出展者ページ： 

出展内容説明、画像 3 点、資料（ダウンロード可）1 点、動画 1 点、 

お問い合わせフォーム機能 

⚫ 出展者プレゼンテーション動画 

⚫ 研究開発特別講演 

『国際水素サプライチェーン構築に向けた取組み』【再生回数 676 回】 

『スーパーカミオカンデとハイパーカミオカンデの挑戦』【再生回数 319 回】 

⚫ 次世代産業創造セミナー 

『アバターロボット “newme(ニューミー）” の開発) 

～物理的距離と身体的限界をゼロにする～【再生回数 156 回】 

 

  



    

 

特設ウェブサイトの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●トップページ 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●出展者一覧ページ 

●出展者プレゼンテーションページ 



    

 

出展内容 

  



    

 

出展内容 



    

 

出展内容 

  



    

 

出展内容 

  



    

 

出展内容 

  



    

 

出展内容 

 

  



    

 

出展内容 

 

  



    

 

出展内容 

 

 

  



    

 

出展内容 

 

  



    

 

出展内容 

 

  



    

 

協会事業紹介 

 

  



    

 

  

 



    

 

  

出展者プレゼンテーション 

  



    

 

出展者プレゼンテーション 

 



    

 

出展者プレゼンテーション 

 

  



    

 

研究開発特別講演 

 

日 時： 10 月 7 日（木）10：00 から配信スタート 

テーマ： 国際水素サプライチェーン構築に向けた取組み 

 

講 師： 川崎重工業株式会社 水素戦略本部 プロジェクト総括部長 新道 憲二郎 氏 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時： 10 月 8 日（金）10：00 から配信スタート 

テーマ： スーパーカミオカンデとハイパーカミオカンデの挑戦 

 

講 師： 東京大学 宇宙線研究所 神岡宇宙素粒子研究施設 准教授 関谷 洋之 氏 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

 

次世代産業創造セミナー 

 

 

日 時： 10 月 20 日（水）10：00 から配信スタート 

テーマ： アバターロボット “newme(ニューミー）” の開発) 

～物理的距離と身体的限界をゼロにする～ 
 

講 師： avatarin 株式会社 レベニューマネジメント部 シニアマネージャー 筒 雅博 氏 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

 

出展者アンケート結果 
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会期来場者数と出展小間数の推移

来場者数 出展小間数
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交流件数の推移

商談件数 確度の高い案件数 全商談件数に対する確度の高い案件数

第 11 回は、問い合わせフォームからの問い

合わせ件数と協会からマッチングした企業数

を「商談件数」として表示 

＜第 11 回参考数字＞ 

①商談件数              192 件 

②確度の高い案件数          38 件 

③会期中サイト閲覧数     12,237 件 
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新製品、新技術のPR/販路拡大

共同研究等の連携パートナー探し

知財提供・技術移転・ライセンス供与

研究成果の用途開発

試作品等の製造パートナー探し

その他の連携先探し

企業・大学・機関のPR

産学連携事業のPR、相談対応

その他

出展の目的、ねらい ※複数回答可 出展者数76



    

 

 

 

 

 

 

 

  

6

41

30

23

13

40

2

4

0 10 20 30 40 50

訪問or電話勧誘

招待券(出展者名簿)配布

メール、FAXにて勧誘

ホームページ掲載（バナーリンク、記事など）

SNS等で発信

展示会ポスターを社内・学内掲示

雑誌等に広告掲載

その他

実施した来場者勧誘活動 ※複数回答可 出展者数76

リアル開催（実会

場あり）が良い, 

90.8%

オンライ

ン開催が

良い, 

9.2%

展示会の形態について

今回と同様のお

問い合わせ

フォームが良い, 

56.6%

会期中にリア

ルタイムでコ

ミュニケー

ションがした

い, 28.9%

その他, 

14.5%

来場者とのコンタクト手段に

ついて

あった, 

3.1%

やや

あった, 

12.5%

どちら

ともい

えない, 

18.8%

あまりな

かった, 

23.4%

なかった, 

42.2%

出展の成果はありましたか

（約4カ月経過後の回答）

非常に良

かった, 

4.9%

良かった, 

41.0%

あまり良く

なかった, 

54.1%

良くな

かった, 

0.0%

本フェアの満足度

（約4カ月経過後の回答）

出展したい, 

31.3%

リアル開催で

あれば出展し

たい, 53.1%

オンライ

ンであれ

ば出展し

たい, 

1.6%

出展しな

い, 3.1%

わから

ない, 

9.4%

次年度の出展意向

（約4ヶ月経過後の回答）



    

 

 

出展者からのコメント（一部抜粋） 

● 試作の可能性と実用化の可能性を探れるのではないかと期待している。 

● 展示技術がどの様な用途で活用できるのか、詳細の問い合わせであった。共同研究の発展等については不明。 

● 研究機関との利用用途拡大開発の可能性あり。 

● 米国への進出をお考えの会社から問い合わせをいただき、来週その会社を訪問させていただくことになりまし

た。参加の機会をいただき、有難うございました。 

● 海外からの出展としてはこのフェアにおいては初めての経験だと思います。しかしながらお陰様にて３件のア

プローチを頂きました、そのうち２件は将来的に繋がる案件と思われます。現在本国に報告をしております。

本部からの指示待ちの状況です。 

● 10/7（木）の時点で引き合いがないため 10/8（金）に在宅にてこちらから引き合いを出していきました。あ

る大学様に引き合いを出し、あまり関係性がないところにつながりを持つことにより新たな価値を創造しよう

としております。ありがとうございました。 

● ワイヤー加工での加工精度の調査があり、厚物の加工でどのくらいの面精度が出せえるかとの問い合わせがあ

り、当社の得意とする分野でないので一般的な情報を伝達いたしました。加工機メーカーから微細の小径穴加

工の動向についての問い合わせがり、加工の市場などについての調査目的な質問がありました。 

当社にような特殊技術に興味を持たれて、今後同様な案件がある場合は問い合わせをしたく、連絡先の交換を

いたしました。 

● 静岡県のグループより連絡が協会様通じてありました。 

● とくに交流件数はないものの、動画を見たお客様からの問い合わせが増えています。 

● 特に交流はなかったのですが，研究成果をまとめていく中で，今後の展望が見えてきました。 

● 交流内容は挨拶程度のものであった。 

● パネル作成費、展示に係る備品費、設置・撤去費などがかからないので効率的。また、オンラインの方が長時

間掲載されるし、遠方からの出席者もアクセスしやすい。 

● 本学としても大変興味深い企業様とお会いできた、今後面談を経て、双方で良い方向に進められそうであれば

何かの形でご一緒出来たらと考えている。 

● 直接に面談することで弊社の強みをより強く PR できることとお客様の要望をより理解できると考えます。 

● 訪問者の顔が見えた方が、展示内容への関心度がわかる。 

● 本フェアはコミュニケーションの場としての印象が以前より強い。オンラインも悪くないが、リアル開催は強

みだと思う。 

● 弊社の方から来場者としてアクションを起こしているものもありますが、まだ商談には至っておりません｡ 

● 特筆すべき交流がありませんでした。出展をもっと工夫すべきだと反省しています。 

● 残念ながら、ありませんでした。アピールの仕方に問題があったのかもしれないので見直したい。 

● オンライン開催のいい点としては、お互いに出向く必要がない為時間の節約、人と合わずに済むという利点が

あります。但し実会場と違い、目で見ることがこちらから発信する情報を中心に見るので、十分な対応が出来

ないように思います。場所とコロナ禍が終息すれば、やはりリアルな会場で見ていただいたほうがより成果が

出るように感じました。 

● 新しいビジネスや人との交流は初対面することで大きく広がりが出ると思っています。このような時期ですの

でやむを得ませんが、新しいビジネススタイルを確立することが重要だと思います。オンラインで出会い実際

の面談（ウエブ上）それから、客先と実面談をすることにより生産効率がさらに上がりると思います。 

● オンライン開催のみだと、特定の企業や団体への訪問が主となってしまう可能性が高い。弊財団の様な特定商

品を訴求していない団体にとっては、リアル開催での来場者への声がけ等が重要な集客方法の一つであるため。 

● 私自身の展示内容は，来場してくださる方がゆっくりご覧いただける内容が多いので対面での開催が良いと思

いました。コロナ禍の影響を考慮すると開催していただけるだけでもありがたいので，オンライン開催でも何

とかアピールできるようにしていきたいと思います。 

  



    

 

 

来場者プロフィール 
  

製造業

56.1%

公的機関

9.8%

その他

8.5%

7.0%

6.6%

3.1%

2.5%

2.4%

1.5% 0.8%
0.8%

0.5%
0.4%

0.1%

業種 製造業

公的機関

その他

学校・教育研究機関

商社

ＩＴ・情報通信

建設

サービス・商業

一般・学生

金融

マスコミ

医療・福祉

技術移転機関（TLO）

流通

50人未満

21.5%

50～99人

7.5%

100～

299人

14.0%300～

499人

10.1%

500～

999人

11.0%

1000人

以上

35.9%

従業員規模

会長・

社長・

役員

15.9%部長・

次長

17.8%

課長

14.5%
係長・

主任

12.4%

一般社

員

19.9%

その他

19.6%

役職

研究開発・設

計 33.5%
製造 1.3%

生産技術

7.3%

品質管理

0.8%

IT・情報

0.6%

営業・技術

サービス

17.3%
試作・解析 0.5%

経営・管理

14.3%

オープンイ

ノベーショ

ン 2.4%

調達・資材

1.5%

知財・法務

1.8%

その他

19.0%

所属部門

新製品・新技術

の調査 43.6%

提携先・共

同研究先の

調査 13.5%
競合の情報

収集 2.7%

特別講演聴

講 22.6%

出展者プレ

ゼン聴講

10.0%

その他併催イベン

トへの参加 1.6%

次回出展検討 1.3%
その他

4.8%
来場目的

加工技術

12.1%

材料技術

11.8%

環境技術

9.1%

IT・システ

ム開発 5.9%

海洋・航空

宇宙 5.1%

機械・装置

9.7%
計測・検査

6.3%

電気・電

子・通信

6.9%

新エネル

ギー 9.0%

医療・ヘル

スケア 6.3%

バイオ・農

林水産 4.6%

ロボット技

術 8.8%

その他 0.9%

技術支援

3.7% 興味ある出展分野

ご案内冊子

13.2%

ポスター, 

0.9%

展示会公式

HP 5.0%

出展者HP, 

2.1%

主催者からの案

内 43.2%

出展者から

の案内

8.7%
主催者以

外からの

メルマ

ガ, 6.8%

日刊工業新

聞 7.1%

日経新聞

0.6%

Product Navi・製

品ナビ 0.8% その他

11.7%

当フェアを知ったきっかけ

大田区内

13.8%

東京都内

（大田区

除く）

30.9%

その他地

域 54.8%

海外 0.6% 地域



    

 

来場者アンケート 
 

 

   

会期来場者（アカウント）総数 回答数 回答率 

800 193 24.1％ 

 

12.7%

13.3%

9.2%

4.9%

4.1%
9.1%

6.3%

8.5%

7.9%

4.7%

7.0%

8.7%
3.4%0.4%

興味を持った分野
加工技術
材料技術

環境技術

海洋・航空宇宙

IT・システム開発

機械・装置
計測・検査
新エネルギー

電気・電子・通信

バイオ・農林水産

医療・ヘルスケア

ロボット技術
技術支援

その他

37.5%

13.5%2.5%

16.5%

26.7%

2.5% 0.8%

来場目的
新製品・新技術の調査

提携先・共同研究先の

調査
競合の情報収集

出展者プレゼンテー

ション聴講
特別講演聴講

次回出展検討の為

研究・開発・

購入の最終決

定権限を持っ

ている 6.7%

ほぼ自分の決定

に従って研究・

開発・購入が決

まる 16.6%

研究・開発・購入

のアドバイスをす

る立場である

44.0%

特に役割は

ない 32.6%

あなたの職務権限は

達成で

きた

11.9%

ほぼ達成

できた

64.2%

あまり達

成できな

かった

20.7%

達成でき

なかった

3.1%

来場目的は達成できたか

出展者ペー

ジを閲覧し

た 54.2%

出展者プレ

ゼンテー

ションを聴

講した

39.4%

問い合わせ

フォームか

ら送信した

2.8%

その他 3.5%

出展者との交流の状況について

技術・製品

説明を依頼

した, 

50.0%
共同研究に

ついて打診

をした, 

20.0%

技術導入・

製品購入の

件等につい

て打診し

た, 30.0%

問い合わせをした内容は何か

内容の確

認・検証を

考える案件

があった, 

24.9%

共同研究開

発を考える

案件があっ

た, 4.7%

技術導入を

考える案件

があった, 

6.2%

特になかっ

た, 61.7%

その他

2.6%

連携を考える案件はあったか

来場目的は達成できたかの質問に対して、全体の

76.1％が「達成できた」、「ほぼ達成できた」と回答

（昨年度の 55％からアップ）。 



    

 

来場者アンケート 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良い

41.5%

普通

57.0%

良くない

1.6%

特設ウェブサイトのレイアウ

ト、利用できる機能について

良い 88.6%

情報量が足

りない

11.4%

特設ウェブサイト掲載内容について

オンライン

が良い

42.5%

リアル開催

が良い

25.4%

どちらでも

良い

32.1%

オンラインでの開催について

非常に良

かった

15.5%

良かった

75.6%

あまり

良くな

かった

8.8%

悪かった 0%

当フェアへの満足度

今回が

初めて

49.7%

過去にも

来場経験

あり

50.3%

当フェアへの過去の来場

経験

本フェアへの満足度の質問に対して、全体の 91.1％

が「非常に良かった」、「良かった」と回答（昨年度の

74.2％からアップ）。 



    

 

来場者からのコメント（一部抜粋） 

⚫ 新しい技術情報に触れると、刺激にもなり、また参加したいと思います。 

⚫ 世の中の今を知ることが出来ました｡（加工技術） 

⚫ 講演を中心に参加させて頂きました。大変参考になりました。 

⚫ 基調講演は素晴らしかったです。ありがとうございました。 

⚫ 特別講演の川崎重工からのお話は大変良かった。また、出展者からのプレゼンも良かった。 

⚫ 今回ハイパーカミオカンデの話を拝聴しましたがかねがどうなっているのかわからなかったのですが、その一

端に触れ大変面白かったです。 

⚫ 宇宙と人間の関係はという事や思念のエネルギーも素粒子で説明できるのかと興味が尽きませんでした。 

⚫ 情報量が多く、興味のある展示が探しやすくて良かったです。 

⚫ 変化が激しい状況下、最新技術への取り組み状況が把握でき参考となりました。 

⚫ 東京からは少し離れているので、リモートで参加聴講できるのはよいことであると思います。 

⚫ 関心のある講演（特別講演）をオンラインで聴講できて良かった。コロナ禍であり、出張が難しい中であるの

で大変ありがたかった。 

⚫ 普段なかなか聴講できない方々の発表が web を通じて気軽に学ぶことができました。またの御開催お待ちし

ております。 

⚫ 数年前に実際に三重から伺った時は、展示規模から半日程度の情報収集時間でした。（自腹の新幹線代は少々

痛かった）移動時間が不要で、隙間時間で何度も伺えるオンラインの方がメリットがあるように感じました。 

⚫ 環境関係の情報を沢山聞くことができました。また、特別講演は貴重な動画なども拝見させていただき、大変

よかったと思います。次回も期待しています。 

⚫ 本年はオンライン展示会 2 度目ということもあり、閲覧側も開催者側も改善がみられてとても良かったと思い

ます。ですが、やはり面と向かって話せない分、問い合わせするほどでもないちょっとした質問をすることが

はばかられてしまうと思いました。 

⚫ オンライン開催ありがとうございました。コロナ禍の中で、毎回の開催趣向を頂き、感謝いたします。次回の

開催も期待しております。 

⚫ 今回は目的のものとのマッチング的な状況にはなりませんでしたが、ラインナップ的なものや提示の仕方など、

良い展示会に感じました。 

⚫ 目新しい技術や製品の存在を知ることができたのが良かった。具体的な事前情報を持って検索、調査している

わけではないため、漠然とした情報収集をしたい場合にはこのような展示会形式の方が探しやすい。 

⚫ 今回、初めてオンラインでの展示会に参加しました。 正直、リアル展示会と比較すると展示員の方との会話

での情報収集とまではなりませんが、必要と感じたところは何度も見直せたり、その場で不明な点は検索出来

たりと良い面もあり、一長一短あるものだと感じました。 目的であった業者様を探すことは不完全燃焼です

が、大田区の業者様を知ることが出来る良い機会だと感じます。今後は、可能であればリアル展示会を希望し

ますが、オンラインの良いところもあるので状況により開催いただくことを希望します。 

⚫ リアル感がどうしても少なく、隠れた情報が眠っているかもしれない。 

⚫ 検索機能がないので、各ページをクリックしないと中身が見えず、少ない情報量で判断しなければならない。 

⚫ 出展者の方とのやり取りがチャット形式でできたりしたら尚便利かなと思いました。 

⚫ 地場の工業技術発展、支援にはとても有効な場であると感じました。また、様々な展示のプラットフォームと

して今後も大田や東京を問わず拡大をしていって欲しいと感じました。学術発表など何か適した学会と

collaboration などすると面白いと感じました。 

⚫ 動画が多くあり、非常に理解しやすかった。動画製作時間が沢山必要だったと思うが、その利用にオンライン

等のプレゼンの可能性を感じた。 

⚫ お世話になります。来年度、県内企業や大学に、こういう展示会があると情報提供するにあたり、どういった

企業（規模、業種）が閲覧しているかを、ざっくりとでよいので記載いただけると助かります。（組織属性等

は ID 登録の際に把握されていると思いますので。）ご検討いただければ幸いです。 

⚫ セミナーはオンラインが有効だが、ブース展示はリアルが嬉しい｡ 

⚫ オンライン開催は時間と費用は抑えられるが、実際の展示会場の方が来場者の状況がわかりやすいです。出展

内容にマッチングしなくても、どの部分に興味を持ったかなどの反応は、展示会場の方が掴めると思います。 

⚫ 素材産業分野、化学工業分野、等もあればと思いました。 

⚫ 講演を聴講させていただいたが、メールベースでも構わないので、質疑応答ができたらよいと思います。 

⚫ リアルとバーチャルをどううまく複合的にしていくかの今後の期待したい。 

  



    

 

広報宣伝活動 
種類 項目・媒体名 数量 実施期間 

WEB 

第 11 回おおた研究・開発フェア 特設サイト 約 4 か月 8/19～12/31 

(公財)大田区産業振興協会 WEB リンクバナー 約 11 か月 4/21～12/31 

日刊工業新聞社 広告 WEB リンクバナー 1 か月 9/9～10/8 

(株)インコム プロダクトナビ 10 月号 Web 版 1 か月 10/1～10/31 

東京都中小企業振興公社 WEB リンクバナー 1 か月 9/8～10/8 

掲示 

出展者へポスター配布 76 枚 9/3 

大田区産業プラザ（PiO）内 ポスター掲示 3 か所 9/3~12/31（予定） 

bizBeach 1 か所 9/3~12/31（予定） 

おおた工業連合会 1 か所 9/3~12/31（予定） 

おおた観光協会 1 か所 9/3~12/31（予定） 

大田区内工場アパート ポスター掲示 1 か所 9/3~12/31（予定） 

大田区南六郷創業支援施設（ROKUGO BASE） 

 

ROKUGO BASE ポスター掲示 

1 か所 9/3~12/31（予定） 

大田区内連携金融機関 ポスター展示 約 10 か所 9/3~12/31（予定） 

メール 

日刊工業新聞社 広告メールマガジン 

74,548 件×1 回 

74,394 件×1 回 

200,133 件×1 回 

9/8 

9/24 

10/5 

(公財)大田区産業振興協会 過去来場者等への一斉メール 約 22,200 件×2 回 9/14、10/4 

(公財)大田区産業振興協会 産学連携メールマガジン 1,135 件 9/15、9/30、10/14、10/29 

 (公財)大田区産業振興協会 モノマッチメールマガジン 276 件 9/15、9/30、10/14、10/29 

 
マークラインズ（株） 自動車産業ポータル 50,704 件 9/13 

 
(公財)東京都中小企業振興公社 メールマガジン 17,000 件 9/15 

 (株)インコム 製品ナビ メールマガジン 約 100,000 件 9/27 

 関東経済産業局 メールマガジン（サポインメルマガ）    

・ものづくりメルマガ 9/21 約 1,000 件 

約 800 件 9/16 

関東経済産業局 メールマガジン（モノづくりメルマガ） 

 

約 1,000 件 9/21  

関東経済産業局 メールマガジン（地域振興課様） 

 

約 1,319 件 9/22 

JST メールマガジン 

 

約 8,000 件 9/15 

招待券・DM 

出展者へ配布 7,000 部 9/3 

 
過年度「おおた研究・開発フェア」来場者へ送付 7,000 部 9/3 

その他 来場勧誘 約 4,000 部 9/3~12/31 

新聞 

日刊工業新聞社 記事掲載 422,607 部 9/21 

日刊工業新聞社 インタビュー記事掲載 422,607 部 9/30 

日刊工業新聞社 広告掲載 422,607 部 9/30 

日経新聞（首都総合版 4 版通し） 1,003,114 部 9/28 

 

紙媒体 
(公財)大田区産業振興協会 テクノプラザ 9 月号 4,400 部 9/15 

(株)インコム プロダクトナビ 10 月号（デジタル版含む） 約 50,000 部 9/1 

 

 



    

 

 

 

  

       

出展者名簿（表紙） 

ポスター 

9/1 プロダクトナビ 9 月号 

9/30 日刊工業新聞 

9/28 日経新聞 

9/21 日刊工業新聞 9/30 日刊工業新聞 



    

 

 

作成 

公益財団法人大田区産業振興協会 イノベーションセクション 

東京都大田区南蒲田一丁目 20 番 20 号 大田区産業プラザ（PiO）３階 

TEL：03-3733-6294 Mail：innovation@pio-ota.jp 


